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未来とともにある「テマヒマ」の暮らしSTUDIO 

テクノロジーや産業の進化，社会情勢の変化により，

その役割や機能が日々変化している「手を動かす」

という行為は，この先どこへ向かい，どのような新

しい価値を見出していくことができるのでしょうか？

本スタジオでは実践者の思考に触れながら「手を動

かすこと」に潜在する可能性を探索し，ともにある

暮らしの未来を描きました。

GUEST

PROGRAM

会場：第1, 3, 4, 5回 大和キャンパスデザイン研究棟 1F オープンスタディ
　　　第2回 雪の里情報館, 工房ストロー, 吉野敏充デザイン事務所
　　　第6回 アルプスアルパイン株式会社仙台開発センター（古川）
参加人数：合計31名（事業構想学群 13名，学外者 12名）

第1回　オープンレクチャ①, キックオフ
第2回　フィールドリサーチ
第3回　ワーク①
第4回　オープンレクチャ②, 中間講評
第5回　ワーク②
第6回　最終講評会

2023年 9月23日（土）
2023年 9月30日（土）
2023年10月 6日（金）
2023年10月21日（土）
2023年10月27日（金）
 2023年11月  3日（金） 田村 大 氏

Re:Public inc.共同代表

ファシリテーター

筧 康明 氏
東京大学大学院情報学環 教授

第4回 ゲスト

大山 貴子 氏
株式会社fog 代表

ファシリテーター

鞍田 崇 氏
第1, 2, 4, 6回 ゲスト

明治大学理工学部 准教授
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実施日
2023年9月23日（土）

会場
大和キャンパスデザイン研究棟
1F オープンスタディ

初回は，田村氏，鞍田氏によるレクチャからスタート。田村氏からは「-able City」を，
鞍田氏からは「民芸」を主軸とし，様々な事例のご紹介と課題へ向き合う姿勢の持ち
方へのアドバイスをいただきました。後半には参加者でチームを編成し「手を動かす
こと」についてディスカッションを実施。意見交換をしながら思考を深めました。

#01 DSCオープンレクチャ①, キックオフ

はじめに，手への意識を高めるため，目を瞑ったまま隣の人と1分
間手を繋ぐというインプットセッションを実施。その後は，学生と
社会人混合チームを編成し，レクチャを通じて得た知見や考え，違
和感などを付箋に書き出してディスカッションを行いながら「手を
動かすこと」と向き合っていきました。

キックオフワーク
講師：大山 貴子 氏（株式会社fog 代表）

ACTIVITIES

鞍田氏からは，現在の研究に至った経緯から，民芸の歴史，ビジョ
ンまで広くご説明いただきました。民芸の中には美しさだけでなく，
愛おしさという価値の芽が潜んでおり，それがこれからの社会と暮
らしのあり方を考える重要な手がかりになると言います。だから今，
民芸なのであり，土地に対してこのようなまなざしで向き合いなが
らフィールドリサーチに取り組んでほしいとの助言が述べられました。

レクチャ② いまなぜ民芸か？
講師：鞍田 崇 氏（明治大学理工学部准教授）

田村氏のレクチャテーマは「-able City／エイブルシティ」。これは，
積極的に技術を用いながら人間の可能性を開いていく街のあり方を
示した言葉です。バルセロナを始めとした様々な「-able City」の
事例をご紹介いただき「手を動かすことは参加の可能性を作り出し，
それによって自らで暮らしを考え，普段と異なる側面を生み出すこ
とができるのではないか。」との言葉で締め括られました。

レクチャ① -able City
講師：田村 大 氏（Re:Public inc. 共同代表）

インプットセッション チーム分け活動フロー アイスブレイク ディスカッション



8

STUDIO 未来とともにある「テマヒマ」の暮らし

ACTIVITIES

実施日
2023年9月30日（土）

会場
雪の里情報館, 工房ストロー,
吉野敏充デザイン事務所

山形県にある雪の里情報館，工房ストロー，吉野敏充デザイン事務所にて実施した学
外フィールドリサーチでは，手仕事を中心とした事例をヒアリング。生業として手を
動かすことへの知見を広げながら，稲藁の分別などの作業体験を通じて，行為自体の
持つ意味やそれを取り巻く要素を見つめ直していきました。

#02 フィールドリサーチ

雪の里情報館は，旧農林省「積雪地方農村経済調査所」（以下 
雪調（せっちょう））の跡地に，当時の建物の一部を保存・復
元して設置されました。「雪調」は，雪国農村の困窮に対する
調査・研究・指導を目的とした全国唯一の役所として昭和8年
に創設。その立役者が，山形県楯岡（現・村山市）出身の衆議
院議員松岡俊三氏です。松岡氏は，雪により苦しめられている
人々の存在とその対策の必要性を訴え，「雪調」において様々
な施策に取り組みました。
敷地内には，実際の農家が居住しながら生活改善を図るための
検証実験施設「実験農家」や，雪国地域の副業・農村工業の創
出，振興を目的とした工場群を設置。建築学の今和次郎氏，哲
学者で民芸研究家の柳宗悦氏など，各界の第一線で活躍してい
る研究者らによる実践的な研究が進められていました。
そのなかで「雪調」初代所長の山口弘道氏は，当時盛んであっ
た民芸運動に目をつけ，農家の冬期の手仕事である藁細工を副
業として活用できないかと考えます。そこで柳氏らを招聘して
民芸の会を結成し，新庄・最上地域の手仕事の調査を実施した
ほか，手仕事の品を集めた展覧会を東京を含む各地で開催し，
多くの人々に買い求められるなど大きな反響があったそうです。
参加者達は雪の里情報館でのリサーチを通し，生活と手仕事の
深いつながりについて，実例を通して多くの学びを得ました。

フィールド①
新庄市 雪の里情報館

当時は各家庭で様々な藁細工が作られていまし
たが，あくまで翌年の準備とされており，直接
現金収入には結びついていませんでした。

「実験農家」は，人々が雪作業から解放され，
副業などの労働に時間を充てられるようにする
ための検証実験として建築された住居です。

「雪調」にはフランスの建築家シャルロット・
ペリアン氏も訪れ，その際の助言に基づいて寝
椅子やテーブル，スツール等が製作されました。
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新庄市 雪の里情報館
996-0086 山形県新庄市石川町4-15

工房ストロー
999-5311 山形県最上郡真室川町大字平岡885

工房ストロー代表の髙橋氏は，山形県真室川町の稲作・畑作と
畜産を営む農家の5代目です。高校卒業後から町役場に勤務し
ていましたが，町のブランド化戦略に関わるなかで「ないもの
ねだりから，あるもの探しへ」という地元学の考え方に触発さ
れ，2016年に退職し工房ストローを設立。地元には多数の食
文化や行事，手仕事が残っているものの，後継者不在による断
絶の可能性に危機感を覚え，農家業の一つとしてそれらを継承
したいとの想いで活動されています。
工房ストローの仕事は，農作物の栽培や，畜産，手仕事など1
年を通して多岐に渡りますが，なかでも特徴的なのが藁を使っ
た手仕事です。世の中には様々な手仕事が存在していますが，
藁細工は素材自体が脆いため長期の保管や使用に不向きという
難点があります。そのため，ものだけでなくそれを作ることの
できる人によって作り方も伝承されなければならないと考えた
髙橋氏は，藁細工用の藁の栽培と合わせて，試行錯誤を繰り返
しながら美しい品々を生み出してきました。
作業体験では，参加者は2グループに分かれて，豆やにんにく
の皮剥きと藁細工に使用する藁の分別を交代制で実施。慣れな
い手仕事に戸惑う参加者も見られましたが，互いに教え合い，
対話をしながら作業に取り組み，手を動かすことへの考えを深
めていきました。

フィールド②
工房ストロー
特別講師：髙橋 伸一 氏（百姓・デザイナー）

雪の里情報館は，旧農林省「積雪地方農村経済調
査所」が調査収集した資料と，その後の各機関変
遷の過程で収集された様々な雪国・農村経済に関
する資料を収蔵する施設です。

髙橋伸一氏により設立された工房ストローは，稲
作・畑作と畜産を営みながら，山形県真室川町地
域で受け継がれてきた伝承野菜や，藁細工を始め
とする様々な手仕事を行っています。

工房ストローで作られている品々は，その形や
作り方はもちろん，材料となる藁の部位も，髙
橋氏の試行錯誤の末に導き出されました。

現在は，色や長さ，穂の毛の有無，粒の形状な
どが異なる13種類ほどの藁を栽培。用途や製
品に合わせて使い分けられています。

初めはぎこちなく作業を進めていた参加者達で
すが，時間が経つにつれて自然とコミュニケー
ションが生まれくるという場面も。



10

吉野敏充デザイン事務所
996-0091 山形県新庄市十日町6000-1

山形県新庄市出身の吉野氏は，農家の一人っ子として高校まで
地元で暮らし，東京の専門学校へ進学。卒業後は，コンテンツ
制作会社等でアートディレクション業務に携わっていました。
転機となったのは，東京のマーケットイベントでの「倅（セガ
レ）」との出会いでした。彼らは，農家を継がずに東京で働く
農家の子供達のグループで，ユニークなキャッチコピーと共に
実家から取り寄せた野菜を販売。これに衝撃を受けた吉野氏も
同様に農作物の販売を始めますが，パッケージの美しさだけで
なくコミュニケーションが要であると気づきます。そこから，
父親への農業についてのヒアリングや新庄・最上地域のリサー
チを進めるうちに興味が地元へ向き，2010年に吉野敏充デザ
イン事務所を設立しました。
帰郷後は，様々な場所に出向き，人に会い，地域の魅力の掘り
起こしとそのクリエイティブディレクションに尽力。特に，代
表的な取り組みの一つである「Kitokito Marche」は，新たな
出会いの面白さを伝えるために企画されたマルシェで，農家
達自身が販売をするというルールを設定し，生産者と購入者が
直接ふれあうことに重きを置いています。
他にも数々のプロジェクトについてプロセスから丁寧にご紹介
いただき，地域の文化や魅力を掘り起こし，地元住民や外の人々
へ伝え直したいという姿勢から，多くの学びが得られました。

フィールド③
吉野敏充デザイン事務所
特別講師：吉野 敏充 氏（クリエイティブディレクター）

新庄最上・山形県の地域資源を活用したデザイン
ワークや，産業のプロデュースを行うデザイン事
務所です。グラフィックデザインを中心として，
様々なクリエイティブ活動を展開しています。

保存食の山菜やきのこを入れた味噌汁にすり潰
した納豆を合わせた，新庄・最上地域に伝わる
郷土料理「納豆汁」もいただきました。

在来野菜のPR事業「最上伝承野菜」や，地域
の歴史文化を伝える「季刊 にゃー」など，ユニー
クな視点で地域と向き合うプロジェクトも。

民芸品や農作物などの身近にあるものを，視点
を変えて見直しデザインすることで，新たな価
値や魅力の発掘にも取り組まれています。

STUDIO 未来とともにある「テマヒマ」の暮らし
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実施日
2023年10月6日（金）

会場
大和キャンパスデザイン研究棟
1F オープンスタディ

フィールドワークで得られた知見をもとに，参加者それぞれがスペキュラティブシナ
リオを作成し，それをチームで1つのシナリオに集約していきます。今回は議論と並
行して，手だけでなく五感を使って藁と向き合いながら，2050年における手や藁の
あり方を探っていきました。

ワーク①

大山氏より，未来の可能性を探究するた
めのデザイン手法として，スペキュラ
ティブデザインが紹介されました。これ
は，未来のあるべき姿を提唱するのでは
なく，未来について考えを巡らせ，憶測
を提示し，問いを創造するというもの
です。今回はこのデザイン手法を用い
て，カーボンニュートラルが達成された
2050年の日本において，自分達の豊か
にするためにどのように藁を取り入れて
いるかを想像し，スペキュラティブシナ
リオを作成しました。
四苦八苦しながらワークに取り組む参加
者のなかには，藁を弄りながらディスカッ
ションを行う姿も。これに対し大山氏か
らは，手を動かすことが自分自身の内省
に繋がるだけでなく，その時間や体験こ
そが学びであり，新しいアイデアを導き
出すはずであるとのアドバイスがなされ
ました。

スペキュラティブシナリオから
2050年のテマヒマを探る

#03
ACTIVITIES
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ACTIVITIES

実施日
2023年10月21日（土）

会場
大和キャンパスデザイン研究棟
1F オープンスタディ

はじめに，ゲストの筧氏及び鞍田氏より，素材や手仕事，更にそれらを通じた社会と
の関わり方について示唆に富んだレクチャを行っていただきました。その後の中間講
評では「暮らしのテマヒマ展 in 2050」をテーマとしたスペキュラティブシナリオを
チームごとに発表。多様な視点により描かれたシナリオが出揃いました。

DSCオープンレクチャ②

STUDIO 未来とともにある「テマヒマ」の暮らし

#04

筧氏のご専門は，物理的な世界にコンピュテーショナルなしくみや
技術を生み出すというHCI（ヒューマンコンピューティングインタ
ラクション）という分野です。現在は素材の特性に寄り添い，そこ
から新しいインターフェースに落とし込む“素材ドリブン”なデザ
インに重点を置いています。その多様な研究事例をご紹介いただき
ながら，マテリアルと向き合う姿勢のヒントが示されました。

レクチャ① マテリアルエクスペリエンスデザイン
講師：筧 康明氏（東京大学大学院情報学環 教授）

スペキュラティブシナリオと，そのアイデアの背景をチームごとに
発表しました。総評として，筧氏からは，本ワークショップの目的
は藁を基点とした未来の洞察であることを念頭に置き，課題につい
て何度も再考することでアイデアをより深掘りできるのではないか
との助言が。また鞍田氏からは，手を動かすこと自体を面白がる人々
が存在しており，それによるコミュニティの横の広がりにも目を向
けてみてはどうかとの意見が述べられました。

中間講評「暮らしのテマヒマ展 in 2050」

レクチャ②
講師：鞍田 崇 氏（明治大学理工学部准教授）

鞍田氏からは，髙橋氏（工房ストロー）と藁との関係性や，吉野氏
（吉野敏充デザイン事務所）と新庄市エコロジーガーデンとの関係
性のように，対象に我ごととして関わる存在や関わり方が問われて
いるということから，本ワークショップにおいても自らが我ごとと
して捉えた違和感と向き合い，広義での持続可能性とは何かを考え，
リサーチ成果に繋げてほしいとの助言がなされました。
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#05 実施日
2023年10月27日（金）

会場
大和キャンパスデザイン研究棟
1F オープンスタディ

中間講評でのフィードバックを受けて再検討されたシナリオをもとに，チームごとに
教員を交えながらディスカッションを実施。最終講評に向けて，シナリオの文章化だ
けでなく背景や世界設定の検討を行うなど「未来の冬の豊かな暮らし」の解像度を高
めていきました。

ワーク②

2050年の私が語る
未来の冬の豊かな暮らしとは

今回のスタジオのゴールは「私が語る未
来の冬の豊かな暮らし」をテーマに，主
人公がその様子を一人称で語るエッセイ
の執筆です。更に，タブロイド紙のよう
にアイデアをまとめ，その過程で行った
リサーチの方法や考え方も発表資料に組
み込みます。
ワーク②では，ファシリテーターと教員
がチームごとにメンタリングを実施し，
現状のシナリオアイデアの共有と深掘り
を行いました。教員からは，ほとんどの
チームで大まかなストーリーが描かれ始
めている一方で，それを構成する2050
年の主人公や社会の状況設定に検討の余
地が見られるとの指摘が。
最終講評会が目前に迫るなか，多角的な
視点でアイデアと向き合いながら，更に
ブラッシュアップを進めていきます。
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ACTIVITIES

STUDIO 未来とともにある「テマヒマ」の暮らし

実施日
2023年11月3日（金）

会場
アルプスアルパイン株式会社
仙台開発センター（古川）

主人公が自らのアビリティを生かしながら暮らす，2050年の冬の様子を表したエッ
セイを発表。コミュニケーションツールや祭など多様なキーワードから様々な未来が
描かれたのと同時に，手を動かすことはその結果だけでなく，プロセスや付随して発
生する思考の深まりなどにも意義があるという価値が明らかとなりました。

#06 最終講評会

遠く離れた家族と
心を通わせる手のアビリティ

チーム①エッセイあらすじ

手仕事を通じて
日常に彩りのある生活を

チーム②エッセイあらすじ

手仕事とテクノロジーが
調和した2050年

チーム③エッセイあらすじ

主人公には2人の子供がいる。彼ら
は海底都市や火星に住んでいるた
め，直接会える機会は滅多にない。
手軽だが希薄なオンラインでのやり
とりに寂しさを感じる主人公は，遠
隔地に住む子供達とのコミュニケー
ションを深めるため，思い出の写真
とエピソードを合わせた「かるた」
を家族で手作りすることに。̶̶̶

 ●人々の居住地域は海底や火星にまで拡大。
 ●手を動かすことと思い出や時間の共有の 
　相乗効果によって生まれる 
　心を通わすコミュニケーションの可能性。

POINT

2050年に生きる主人公は，とある
アクシデントにより2010年へタイ
ムスリップ。故郷で地域活性化や
ブランド化に取り組むなかで，稲
藁を使った緩衝材や段ボールなど
の商品開発をきっかけに，「連鎖す
るぬくもり ー藁から人へ 人から人
へー」をミッションに掲げるブラン
ド「hatano」を設立する。̶̶̶̶

 ●スマートシティの進化により自らの意思を 
　反映させにくい社会や暮らしへの不満。
 ●自分や地域の色を持つことの重要性。
 ●生産と消費が循環する社会の構築。

POINT

現在主人公は，メンタルヘルス改善
に効果があるという「地域ショート
ステイプログラム」にて秋田県上小
阿仁村に滞在し様々な手仕事に取り
組む。この村では，マタギ文化をAI
技術によって効率化し，新たな生業
としての継続を目指したプロジェク
トなど，スマートシティ構築のため
の取り組みも展開されている。̶̶

 ●地方の過疎化進行を契機とした 
　スマートシティ構築の社会実験の推進。
 ●手間暇による手のアビリティ向上。
 ●有限資産から無限資産中心化への変化。

POINT

最終講評会は，本スタジオの共同研究を行っているアルプスアルパイン株
式会社仙台開発センター（古川）のR&D新棟にて開催されました。

チーム②は，エッセイの世界観をより理解しやすくするために，主人公が
設立したブランドを特集したフリーマガジンを制作。
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手仕事がつなぐ想いと
コミュニティ

チーム④エッセイあらすじ

世界の解像度を上げる
「百姓思考」

チーム⑤エッセイあらすじ

参加者コメント

てまひ町の「手間火祭」では，地域
住民が藁でモニュメントを作って燃
し，子供の成長を祈願する。この町
出身の主人公は父が行う藁細工を疎
ましく感じていたが，娘や住民の楽
しそうな姿を見て，自らも作業に参
加するように。これがきっかけとな
り，人々の願いや思いを繋ぐという
祭りの真の意義を見出していく。̶

 ●手仕事において，作られる物以外の 
　意味や価値を問いに設定し， 
　祈りとプロセス自体にフォーカス。
 ●共同での手仕事によるコミュニティの形成。

POINT

主人公の息子が通う高校では「百姓
思考教育」が行われている。これは
百姓の暮らしからヒントを得た，あ
らゆる物事は集合知の産物であると
の考えに基づいた教育である。工夫
と想像を繰り返しにより物事の真意
に向き合うことが未来の想像に繋が
ると考えられており，2050年では
一般的な教育スタイルだ。̶̶̶̶

 ●工夫≒創造のプロセスを獲得した人材の創出。

 ●地域ならではの暮らしの考え方を 
　教育に取り入れることにより 
　創造的な教育の先駆者となる東北の未来。

POINT

同じプロセスを経てアイデアを検討
しているにも関わらず，人やチーム
によりアウトプットに違いがあり，
しかしその中にも共通要素が表出し
ていることが面白いと感じた。（学
生）／社会人と学生の混合グループ
での活動により，自分には無い視点
や他者の考え方に触れられて良かっ
た。（学生）／自分の仕事と直接関
係のないことも積極的に学び続けた
い。（学生）／スタジオのテーマと
その背景に対し，当初違和感を感じ
ていたことから，これまでいかに近
い価値観の人々の中で生きてきたか
を痛感した。（社会人）／世の中あ
る様々な要因を掘り起こし，繋げて
球根にして花を咲かせるように，物
事を深く広くしっかりと見る事が重
要であると改めて感じた。（社会人）

当初は世代や分野間での価値観の違いに戸惑っていた参加者も，それによ
り得られた新たな視点を活かし，アイデアを昇華させていきました。

最終講評は，未来に突き抜けるために，手を動かして思考を深めることを
大切にし続けてほしいとの教員らからの言葉で締め括られました。

アルプスアルパイン株式会社
仙台開発センター（古川）
989-6181 宮城県大崎市古川中里6-3-36

2023年5月開設の研究開発新棟では，社内外の
人財交流を促進させる施設デザインや最先端設備
により，新たな価値の創造が行われています。
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デザインで東北から未来を創造するEXHIBITION / SYMPOSIUM

「デザイン」をキーワードとした体験展示・アーカ

イブ展示とシンポジウムを開催しました。展示で

は，宮城大学デザインスタディセンターが発足から

3年間に行ってきた「デザイン」をキーワードに，

未来を創造するための様々な活動を紹介。シンポジ

ウムでは，様々なアプローチでイノベーションを展

開している企業や組織をゲストに迎え，デザインの

研究教育と社会での活用方法について考えました。

GUEST

PROGRAM

会場：せんだいメディアテーク 1F オープンスクエア
主催：宮城大学デザインスタディセンター
協力：WOW inc.
会場構成：渡邉 武海
展示協力：中田 千彦(事業構想学群 教授)，
　　　　　益山 詠夢(事業構想学群 准教授)

  9:30‒19:00  体験展示・アーカイブ展示
14:30‒17:40  シンポジウム

2024年2月4日（日）

田村 大 氏
Re:Public inc.共同代表

シンポジウムゲスト

シンポジウムゲストシンポジウムゲスト

津田 和俊 氏
京都工芸繊維大学 准教授
山口情報芸術センター［YCAM］
研究員

水野 大二郎 氏
京都工芸繊維大学
未来デザイン工学機構 教授
慶應義塾大学大学院
政策・メディア研究科 特別招聘教授
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EXHIBITION

体験展示作品
•「ROKURO」,「branch」（STUDY PROJECT ‘KOKESHI’）
•「やまのかけら」（DSC×WOW 「いのりのかたち展」）
DSCスタジオアーカイブ展示物（一部）
•「（ロゴ）のデザインプロセス」（STUDIO 2022 #1）
•「肉の未来」（STUDIO 2022 #2）
•「地域文化の再構築と発信」（STUDIO 2022 #3）

DSCがこれまでに取り組んできたワークショップ，講演会，展示会，冊子の発行など，
様々な活動の記録に加えて，子供から大人まで楽しめる体験展示も実施。目で見るだ
けでなく，実際に手を動かし体感しながら，活動の一端に触れられる機会となりました。

体験展示・アーカイブ展示

シンポジウムと同会場にて実施された展示には，
学内外より多くの方がご来場。スタジオの取り組
みのほか，デザインレクチャーを記したアーカイ
ブや，立体彫刻作品，インスターレーション作品
など，幅広いジャンルの展示物が並び，来場者は
時に意見を交わしながら，それぞれの方法でデザ
インと向き合っていました。
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EXHIBITION / SYMPOSIUM デザインで東北から未来を創造する

シンポジウムプログラム
1. 開場宣言（土岐 謙次 教授）
2. ご挨拶（佐々木 啓一 学長）
3. DSCご紹介（佐藤 宏樹准教授, 小林 淳二 氏，白坂 剛 氏）
4. ゲストトーク（田村 大 氏, 水野 大二郎 氏, 津田 和俊 氏）
5. クロストーク（ゲスト, DSC担当教員）
6. 閉場宣言（佐野 好昭 理事長）

シンポジウムは土岐教授による開場宣言により幕を開け，続いて佐々木学長より自身
のデザインやDSCへの思いが語られました。その後はDSCの活動報告やゲストトー
クが続き，ワクワクする未来を自分達でデザインし作る力を養うためにも，今後も
DSCの活動へ期待してほしいとの佐野理事長の言葉で締め括られました。

デザイン研究教育とオープンイノベーション

SYMPOSIUM

2023年度のスタジオは，アルプスアルパイン株式会社と共同研究として実施。
研究の実施目的は，新しい価値の探索ができる人材の育成や，人々の感情を揺
さぶる体験の創出です。参加者は企画・計画班と実行・評価班に分かれ，スタ
ジオの実行及び評価と改善を繰り返しながらワークショップを実施しました。

DSCご紹介／2023年度共同研究成果報告
登壇：小林 淳二 氏（右），白坂 剛 氏（左）（アルプスアルパイン株式会社）

田村氏からは，自社の活動を始め，特にビジネスにおけるデザインの変化につ
いて幅広い事例を交えてご説明いただき，現在訪れているビジネスの転換期に
おいて，これからの社会におけるデザインの対象は，プロダクトやサービスか
ら場やシステムに変わるのではないかとの見解が述べられました。

ゲストトーク① これからのデザイン
講師：田村 大 氏（Re:Public inc. 共同代表）

津田氏からは，自身が所属している山口情報芸術センター［YCAM］における
プロジェクトが紹介され，オープンなコラボレーションに主軸を置き地域社会
の新しい未来を描くために行われている，公共のアートセンターならではの様々
な活動事例から，新たな視点がもたらされました。

水野氏は，サーキュラーデザイン，スペキュラティブデザインなどの分野にお
ける研究開発事例の紹介を通して，現代の物事に複合的に関わるステークホル
ダーを念頭に置き，先への向かい方を考えるだけでなく，過去の時空間を認識
しながら未来を作ることの重要性を説かれました。

ゲストトーク③
講師：津田 和俊 氏（京都工芸繊維大学 准教授, 山口情報芸術センター［YCAM］研究員）

ゲストトーク②
講師：水野 大二郎 氏（京都工芸繊維大学 教授, 慶應義塾大学大学院 特別招聘教授）
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クロストーク
登壇者：田村 大 氏, 水野 大二郎 氏, 津田 和俊 氏, 土岐 謙次 教授, 佐藤 宏樹 准教授
進　行：本江 正茂 教授

クロストークでは，DSCの展望やこ
れからのデザイン教育のあり方につい
て，ゲストと担当教員による意見交換
が行われました。

スタジオが導き出したもの

高めることではないかとの考えが述べ
られました。また津田氏は，大学の学
びには多様な意義があるとした上で，
様々な課題に直面した際に，デザイン
を主軸とした自分なりのアプローチを
考えたり，課題に寄り添いながら自分
ごととして対峙する姿勢の会得が重要
であると語ります。更に，大学にて建
築を学ぶ参加者より，授業では建築の
設計という手法で課題の方策を練って
いるが，社会ではそれが最適でない場
合もあることから，今後どのような姿
勢で専門分野と向き合うべきかとの質
問が。これに対して水野氏より，大学
では建築に関する専門知識を習得し，
その後の人生を楽しむための力をつけ
ながら，自らの立ち位置を明確にして
はどうかとの助言がなされました。

はじめに本江教授より，一見難解な
「肉」や「藁」というテーマに対し，
先例の無い立ち向かい方に困難を感じ
つつも，面白がりながら挑むことの重
要性が共通認識としてもたらされたこ
とが成果の一つであるとの見解が述べ
られました。水野氏からは，それぞれ
のテーマにまつわる製品開発を行うの
ではなく，テーマの捉え方の把握に焦
点を当てていたことも重要なポイント
であるとの意見が。更に，このように
目の前の事象だけを見るのではなく，
それを取り巻くステークホルダーを意
識するのと同時に，物事に対する新た
な評価軸を設けることが未来を描く上
で必要であると言います。

デザイン教育の今後

これからのデザイン教育のあり方につ
いて問われると，田村氏からは，デザ
インには新たな場所に到達するための
創造的な探究という側面があることを
ふまえ，これからの大学におけるデザ
イン教育とは，単にデザインの技法を
学ぶだけでなく，創造的に生きる力を

DSCの目指す方向性

これまでのスタジオや展示，シンポジ
ウムを通して見えてきたDSCの展望
として，土岐教授からは，これまでに
培ったネットワークや縁，場を活かし
ながら，活動を更に良い方向へ充実さ
せていきたいとの意気込みが。佐藤准
教授からは，専門的なことや先端的な
ものにも触れつつ，その内外に広がり
を持たせていきながら，皆で新しいも
のを生み出していければとのコメント
で締め括られました。
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